2020年6月火曜集会メッセージ-Bird’s Eye View
	地域戦略会議「マルコの屋上の間」

	△タラッパン伝道運動は、教会が小さいほうがよりやりやすい。
△内部の更新進行中
－すべての働きと経済を公開。
　監査を通して国家の認証を獲得
―国家的広い畑に向けて
―237の空いた所に向けて
△宣教団体の単語
―小グループ,筍の集い,セルグループ
―良い単語だけれど、まちがうと、仲間同士で集まるようになる
－それなら、聖書はどのように？
	１．聖書
（屋上の間、ミッションホーム、会堂、講堂、市場、いやし、専門家）
1)ムスリム（信徒を殺す）
2)共産国家（教会を殺す）
3)独裁国家（伝道を止める）
4)差別禁止法（止められない）
5)同性愛合法化（結局はなる）
6)自由-福音遮断
　（水準高く包装して）
7)未来-法で福音を止める
　（ただを言わないように不法化）
	２．重要
（復活、オリーブ山、マルコの屋上の間、重職者、RT）
1)すべての個人にミッション
2)正確な旅程－インターンシップ
3)みことばに従って行くフォーラム
	３．個人化
（黄金漁場、死角地帯、わざわい地帯）
1) 237空いた所―未伝道部族
2)教会の空いた所(90%)－90%未自立
3)現場の空いた所－青少年

	
	
	△改革側とひとつとなった祝福を最大限に活用
△総会役員と通して広く、大きく、237伝道の門を開けるべき
△空いている所に向かって出て行って、すべてをインターンシップ化
△これを見ながら、すべての信徒にミッションを与えなさい
△神様の時刻表を見ながら、更新する時刻表

	伝道弟子「最後の決断　－　力」（使1:8）

	1講-根本的な力「個人の始まり」(使1:14)
	2講-祈りの力(使2:1-13)
	3講-教会(信徒)生かす力（使1:8）

	序論 -答えより霊的状態
レムナントは問題と苦しみが来るときと、成功したときのことばは同じだ。
本論 -変えること「悔い改め」
‘Turn away from your sins.’
1.創3:4-5 (私中心)
2.創6:4-5 (人中心)
3.創11:1-8 (世の中、成功、物質中心)
ここから抜け出すことがまことの悔い改めで、これが根源的な祝福となる。自分の主張のために聖書を解釈すると混乱する。
結論－岩、権威、鍵（マタイ16:18-19）
	序論 -治せない
本論 -神様が生かされること
	幕屋
	答え
	祈り

	契約の箱
	答え
	契約祈り

	パン
	力（いのち）
	礼拝祈り

	ともしび
	光
	定刻祈り

	香の壇
	香
	２４祈り

	水
	いのち
	２５祈り

	庭
	237,いやし,
サミット
	未来祈り

	油
	聖霊
	証人祈り


結論－サミットの力
神様の創造の霊の働きー再創造
	序 -教会-教会堂
△教会：信徒個人、集まる所、礼拝場所
△そのため、教会堂が重要
本論 -流れ
1.幕屋（神殿）、会見の天幕（集い）、天幕（居場所）
この３つが１つとなるところが教会！
2.第1,2,3神殿－内容をなくした
3.初代教会を通して教会（福音）回復
237(旅人)、いやし（祈り）子ども（RTサミット）
結論－神様が願われる答え
△これを握るだけでも、答えをくださる！
△それゆえ、まず出て来るべき（悔い改め）

	70人要員―「天命」

	1講-天命の始まり「サミットの祝福」(使6:1-7)
	2講-三つの天命「伝達者」
	3講－最後の天命「世界化」

	序論 -霊的なこと、肉体的なこと
△「霊」のために「肉体」をすべてささげる信徒
△「肉体」のために「霊」をすべて捨てる未信者
本論 -霊的事実
１．理由-創1:27,28
1)霊的な敵が確かに存在している
2)霊的祝福- 三位一体、身分、権威（背景)
3)自然についてくる5力
2.最初の約束－真っ暗な時に与えられた
3.最後の約束－使1:8
結論 -Ⅲヨハ1:2「順序」
△すべての問題がみな終わったことを体験しなさい！
△伝道運動にAll-inする契約を握りなさい！
	序論 – 使7:1-60（殉教）、使8:4-8（生きた殉教）
カルバリ、オリーブ山、マルコのタラッパン（最後のメッセージ)
本論-永遠のメッセージ
1.ミッション- 1,3,8「時代的方法」
△永遠なメッセージBut時代的なメッセージ
2.インターンシップ－62「歴史的過程」
△天命の中の天の旅程
3.人生フォーラム-隠されたこと(ロマ16:25-27)
△天からの答えをフォーラム
結論－使徒、重職者、教会、RT、現場
△職分と任職はミッションを与えること！
△これが教会とレムなと、現場にまで！
△Rtとミッションを見つけてWRCに来るべき！
	序 –天命を伝えることを超えて、天命を世界化
使1:8→11:19→13:1→16:6-10→19:21
本論 -誰に？
1.対象
1)来ている多民族
2)行っているRT
3)教会がない地域のRT
2.空いた所
1)未伝道部族
2)90%未自立教会
3)青少年－親、伝道者
3.ダウンタウン50億 -犯罪、麻薬、衣食住
結論 -24いつも（権威、ともに、聖霊）

	ミッションホーム要員―「天命、召命、使命- Mission Home」

	1講－始まり-指導者と親の決断
	2講－主役
	3講―時刻表「霊的な目」

	序論 -時刻(表) －使17:1,18:4,19:8-10
△この三か所を見ると時刻表が出てくる
△いつまで、どのように、なにを与えるべきか
本論
1.ミッション(サミット)-サミットとして行く根本
の根
2.インターンシップ-6つの道具を見つけ出すこと
3.フォーラム(後見人)－CVDIP
永遠の契約(C)、永遠の中のビジョン(V)
永遠の未来(D)、永遠の保証(I)
永遠の作品(P)
結論－レムナントの初めての機会
△正直なみことば伝達－ともに答えを受けるように
	序論―ひとりが答えを受けるとRUTCができる
△レムナントに答えを伝える現場
本論 -流れ
1.ミッションの流れ（現場-福音）
△単純に伝えるのではなく、フォーラムすれば記憶
△死んでいく世界の現場を実際に確認
2.インターンシップの流れ（苦難-感謝）
△苦難と危機がインターンシップの流れ
3.フォーラムの流れ（成就）
△私を見る人が知るようになる
△行く証人となる－伝道
結論－最後の機会‘CVDIP’
△すべての中にCVDIPが見えるべき
	序論 - No → Every
△虚栄を捨てて、事実的な感謝回復
本論 - Remnant
1.だまされるな-残りの者
2.恐れるな-残る者(背景)
3.答えをあらかじめ確定しなさい-残れる者
4.勝った戦いをしなさい-残す者
結論－永遠の機会



